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はじめに

海 に 生 育 す る 顕 花 植 物 は 海 草 (Sea G r a s s )といい海 

藻 （ Marine A lg a e )と区別している0

わ が 国 産 海 草 に 関 す る 研 究 は 三 木 （ 1933 -  3 4 ) に 

よりなされ、わが国における分布が明らかにされた。 そ 

の中で大平洋沿岸におけるスガモ属の 2種エビアマモ、 

スガモの南限地、北限地に注目すると、 エビアマモの北 

限地、 スガモの南限地が茨城県沿岸となっている 0

また図鑑の多くも同じ記録がされている。 そこでこれ 

ら の 分 布 調 査 を 行 な い 中 庭 （ 1 97 5 ・ 7 7 . 8 1 ) 、 小高 

( 1 9 7 9 ) は報告した。

すなわち、 エビアマモの北限地は茨城県多賀郡十王町 

であり、 スガモの南限地は千葉県 铫 子市であることがわ 

かった。

本 報 告 で は ス ガ モ 属 2 種の北限地および南限地におけ 

る分布と生態の現況について述べる 0

1 . 生育地域の概況

⑴ 茨 城 県 多 賀 郡 十 王 町 伊 師 浜 及 び □ 立 市 小 貝 浜

伊師浜は茨城県の北部に位置し、海蝕崖が海にせまり 

その下に幅の狭い砂浜がある。 海蝕崖は東に突出し小湾 

の地形をしている。基盤は岩礁よりなるが、砂が表面を 

覆っている。岩礁は干潮時でも露出するものはなく、す 

ベて低潮線下にある。 海況は太平洋の荒波を直接受ける 

外洋性で露出度が大きい。

小貝浜は伊師浜に続きすぐ南に位置し、海蝕崖が発達 

し伊師浜とほぼ同じ地形である。岩礁の一部は干潮時に 

は露出する地点がある。 海況は伊師浜と同じで波浪を直 

接受ける外洋性で露出度が大きい。

( 2 ) 千 葉 県 铫 子 市 （铫 子 半 島 ）

铫 子半島は太平洋に突出した地形をし、北部は利根川 

の河口にあたり茨城県と境されている。北からーノ島、 

三 ノ島、夫婦ヶ鼻、黒生、海鹿島、犬吠 埼 、酉明浦、長 

崎鼻、外川、 犬若、屏 風 ガ 浦 ま で そ の 延 長 は 約 10 fenあ 

る。沿岸はよく岩礁が発達している。海況は港湾を除い 

て太平洋の荒波を直接受ける外洋性で露出度が大きい。

2. 調査方法

現存量の測定にあたっては、最もよく生長していると 

思 わ れ る 地 点 を 3地 点 選 び 1 x l m の方形枠をもうけ、 

地上部のみ刈取り生重量をその場で測定した。 調査日は 

伊師 浜 、小 貝 浜 は 19 8 3年 5 月 1 5 日 で 水 温 は 14. 2 °C 

であった。 姚 子 半 島 は 1 9 8 3 年 5 月 2 9 日 で 水 温 は 16. 

0 °Cであった。

3. 分布と生態

わが国の太平洋沿岸を洗う黒潮と親潮は、 そこに生育 

する海産植物の水平分布を決定する要因として最も重要 

であるといわれている。 金 華 山 （宮 城 県 ） より姚子半島 

(千葉県）にかけての海域は、これら両流の交錯する水域 

といわれ、 海藻の水平分布をみると、南限種や北限種が 

多数生育している。

( 1 ) エビアマモ（Phyllospadix japonicus MAKINO) 

の北限地

茨 城 県 沿 岸 の ェビァマモの分布は中庭が、調 査 1 3地 

域 の う ち 4 地域しかなく個体数も限られていると報告し 

た。

伊 師 浜 に お い て は 4地点で生育が確認できた。 いずれ

図 1 茨城県北部のェビアマモの分布図
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図 3 干 潮 時 の 小 貝 浜 （日立市)

茨城県 ーノ島

三ノ島波崎

利根川

図 2 伊 師 浜 （+ 王町）のエビアマモ

の 地 点 も 1 Wの広がりをもつ斑状分布をしていた。垂直 

分布についてみると、 いずれの地点も漸深帯の低潮線下 

8 Ocmあたりまで分布していた。最もよく生長している個体 

の 長 さ は 70 cmあり、現 存 量 は 2 6 6 0 ダ （ n f )であった。

小貝浜では低 潮 線 付 近 よ り 漸 深 帯 の 低 潮 線 下 5 0 m ぁ  
たりの平板状の岩礁にスガモの大群落がある。 その間に 

エビアマモが生育しているが、 2 地点で生育を確認した 

にすぎない。 1 9 7 7年にはこれより多くの生育地点がみ

千葉県

犬吠埼

铫 子半島のスガモの分布図

跳子市

•:・海鹿島

酉明浦

長崎鼻

られたので減少したと思われる。

垂直分布についてみるとエビアマモは、大洗や 铫 子半 

島では潮間帯下部に生育しており、低潮線下には生育し 

ていない。 しかし伊師浜や小貝浜では低潮線付近より漸 

深帯にしか群落がみられない 0 すなわちスガモと同層位 

に生育しており垂直分布上特異な分布といえる。

( 2 ) ス ガ モ （P/iyUosjoadb: MAKINO)

の南限地

姚子半島におけるスガモの生育地域は北より、黒生、 

海鹿島、犬吠埼、酉明浦、 長崎鼻、外 川 の 6 地域であっ 

た。主な地域についてみると犬吠埼では燈台の北と南に 

生育していた。 北の転石地点では低潮線付近より潮間帯 

下部の比較的小さな岩礁に点在する。個体数は多くない。

南の強い波浪の打ちつける岩礁ではエビアマモが潮間 

帯下部に群落をつくっている。 その下層位は顕著なアラ 

メ帯がある。 スガモは幾分波浪が弱まる低潮線付近の岩

磯に生育している。

酉明浦では犬吠埼に近 V、地点の低潮線付近にある転石 

にスガモが生育していた0
長崎鼻は転石地点が広がり、 ゆるい傾斜のため潮間帯 

下部にスガモの大群落がみられる 0 群落は長さ約 5 0 饥 、 

幅 約 1〇/nである 0

外门 Iの低潮線付近は平板状の岩礁が広がり、砂が表面 

を覆っている。 沖には大きな岩礁があり、畳岩と呼ばれ 

ている。畳岩では低潮線付近にアラメ帯がみられ、 その 

上層位にはェビアマモ、 ヒラムカデが同層位に生育して 

いる。 スガモは畳岩西下より西にかけての波浪を受けや 

すい平板状の岩礁上に大群落がみられた。群落の長さは 

約 7 0 〜 8 0 济 、幅 約 2 0 饥 あり跳子半島では最も発達し 

た群落である。 またより海岸線に近い地点に、 斑状分布 

しているスガモがみられた0
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図 5 干 潮 時 の 外 川 （铫 子市）左に畳岩 図 6 外川畳岩西下のスガモ

垂 直 分 布 に つ い て み る と 、漸 深 帯 の 低 潮 線 下 50 cmあ 

たりまで分布していた 0 铫 子半島におけるスガモとエビ 

アマモの垂直分布をみるとエビアマモは潮間帯下部に分 

布し、 これよりもスガモは下層位に分布している 0

最もよく生長している個体の長さは 17 0 cmあり、現存 

量 は 6450 9 (77f)であった。 これらの個体の長さや現 

存量を茨城県の伊師浜、小貝浜、大洗で測定した結果と 

比較すると姚子半島の現存量は最大にあたるものであっ 

た0 スガモの南限地でも十分に生長しているといえる 0
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〇 鬼 怒 沼 湿 原 の 植 物 （栃 木 県 林 務 観 光 部 環 境 観 光 課 、

1 9 8 3 年 3 月 、 1 4 1頁 + 付 表 •付 図 ）

栃木県の北西、群 馬 県 境 の 海 抜 2 0 0 0 饥 に位置する鬼 

怒 沼 湿 原 （高層湿原） の植生調査報告書。湿原内および 

周辺に成立するさまざまな群落を記載し、尾瀬ヶ原、 日 

光戦場ケ原湿原との比較をとおしてその特色を明らかに 

している。微 地 形 や p H と植生との対応や遷移について 

も詳しく研究されており、湿原の生態学に興味をもつも 

のには貴重な資料であろう。 （角野康郎）

〇 「ため池の自然」 N a l ( 1 9 8 3 年 9 月 、 1 0頁 ） 

埋め立てにより姿を消し、 あるいは水質汚濁のために

自然の失われつつあるため池の現実に直面して、池の保 

護 と 都 市 環 境 づ く り へ の 活 用 を 考 え て ゆ こ う と 「名古屋 

ため池の自然研究会」 が結成された。生物や公害の関係

者が中心となって、 目下、 池の環境や生物の調査を進め 

ておられる。 こ の 会 報 は 「調査結果や調査活動を通して 

考えたことなどを報告し、 1人でも多くの人が、池に関 

心を寄せることを期待して」発行されるものである。 

連 絡 先 ：〒 4 5 8 名古屋市緑区浦里 2 - 1 6 8  浜島繁隆

〇 「香川植物の会会報」 に '水 草 を 尋 ね て 'と い う コ ー  

ナーが設けられている。 「……全国に稀なため池の国、讚 

岐。 ところが、 その讚岐にあって、実のところ水生草本 

の研究は極めて遅々たるものである。」 との認識をふまえ、 

同会会員からの水草情報が集められることになったわけ 

である。 オニバスの新産地や、 ため池の調査記録などが 

載っている。 ひとつひとつの記事は短かいものであって 

も、 それが集まれば貴重な資料になる。会をあげての企 

画におおいに期待したい。
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